
山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

二
六

別記様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

二
七

山
梨
県
規
則
第
二
十
四
号

山
梨
県
県
民
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
県
民
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則

山
梨
県
県
民
会
館
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
二
十

六
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
山
梨
県
県
民
会
館
設
置
及
び
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
条
例
第
十

八
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
）

第
二
条

条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
県
民
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
は
、

指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
（
別
記
様
式
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
計
画
書

二

収
支
計
画
書

三

実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類

四

団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五

定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

六

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

七

知
事
が
指
定
す
る
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
指
定
管
理

者
の
選
定
の
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

山
梨
県
県
民
会
館
設
置
、
管
理
及
び
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
山
梨

県
条
例
第
二
十
九
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
例
の
施
行
の
日
前
に
山
梨
県
県
民
会
館
の

管
理
に
関
し
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に

規
定
す
る
指
定
管
理
者
の
指
定
が
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
指
定
の
申
請
書
に
つ
い
て
は
、
第
二

条
及
び
別
記
様
式
の
規
定
の
例
に
よ
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

二
八

別記様式（第２条関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

二
九

山
梨
県
規
則
第
二
十
五
号

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
の
表
本
庁
に
置
か
れ
る
職
の
欄
中
「
、
商
工
団
体
指
導
監
」
を
削
り
、「
危
機
管
理

監
」
を
「
国
際
観
光
振
興
監
、
防
災
危
機
管
理
監
」
に
改
め
、「
少
子
化
対
策
推
進
監
」
の
下
に
「
、

発
達
障
害
対
策
監
」
を
加
え
、「
、
主
任
専
門
技
術
員
、
専
門
技
術
員
、
主
任
林
業
専
門
技
術
員
、
林

業
専
門
技
術
員
」
を
削
り
、
同
表
出
先
機
関
に
置
か
れ
る
職
の
欄
中
「
園
長
」
の
下
に
「
、
事
務
長
」

を
加
え
、「
主
任
、
主
事
」
を
「
事
務
次
長
、
主
事
」
に
、「
及
び
主
任
」
を
「
及
び
主
任
　
総
長
、

」
に
改
め
、「
、
科
長
」
及
び
「
、
主
任
改
良
普
及
員
、
改
良
普
及
員
」
を
削
り
、「
図
書
館
長
」
の

下
に
「
、
セ
ン
タ
ー
長
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
、
主
任
改
良
普
及
員
、
改
良
普
及
員
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
六
号

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
条
第
十
五
項
」
を
「
第
十
条
第
十
八
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中

「
第
十
条
第
十
六
項
」
を
「
第
十
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
十
条
第
十
八
項
」
を
「
第

十
条
第
二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
十
条
第
十
九
項
」
を
「
第
十
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、

同
号
ホ
中
「
第
十
条
第
二
十
項
」
を
「
第
十
条
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
二
号
中
「
山
梨

県
公
害
防
止
条
例
」
を
「
山
梨
県
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
中
「
第
五
十

一
条
」
を
「
第
六
十
五
条
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ル
中
「
第
五
十
条
第
一
項
」
を

「
第
六
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ル
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
ヌ
中
「
第
四
十
九
条
」
を
「
第
六

十
三
条
」
に
改
め
、
同
号
ヌ
を
同
号
ル
と
し
、
同
号
リ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヌ
　
第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
及
び
実
施
の
状
況
の
公
表

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
条
第
一
項
第
二
十
二
号
の

改
正
規
定
は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
七
号

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
一
条
の
六
」
を
「
第
二
十
一
条
の
七
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
八
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
　
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
税
の
収
納
の
事
務
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
自
動
車

税
を
収
納
し
た
と
き
は
、
領
収
書
（
第
十
三
号
様
式
）
を
納
税
者
に
交
付
し
、
収
納
し
た
自
動
車
税

を
山
梨
県
指
定
金
融
機
関
に
払
い
込
み
、
及
び
納
税
者
の
住
所
、
氏
名
又
は
名
称
、
収
納
し
た
金
額

そ
の
他
収
納
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
（
条
例
第
百
七
十
三
条
第
一
項
に
規

定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
税
務
出
納
員
に
送
信
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条
の
九
第
三
号
中
「
（
条
例
第
百
七
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下

同
じ
。）」
を
削
る
。

第
五
条
の
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
規
則
で
定
め
る
自
動
車
税
）

第
五
条
の
十

条
例
第
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
自
動
車
税
は
、
収
納
の
事
務
を
委
託

す
る
年
度
に
納
税
義
務
が
発
生
し
、
か
つ
、
条
例
第
百
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
期
間
を
納
期
と
す

る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
七
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
税
務
出
納
員
は
、
第
五
条
の
八
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
領
収
済
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項

を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
を
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
を
受
け
た
と
き
は
、
税
務
電
子
情
報
処

理
組
織
に
記
録
し
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い

う
。）
に
よ
り
自
動
車
税
事
務
所
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
号
様
式
（
そ
の
一
）
裏
面
及
び
（
そ
の
二
）
裏
面
中
「
で
き
ま
す
。
」
を
「
で
き
ま
す
。
こ
の

処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
県
を
被
告
と
し
て
（
知
事
が
被
告
の
代
表
者
と
な
り
ま
す
。
）
提
起
す
る
こ



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
〇

と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
原
則
と
し
て
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決

を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３

月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
、
②
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し

い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
、
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理

由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
決
を
経
な
い
で
も
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」

に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
（
そ
の
五
）
裏
面
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
一



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
二

第
五
号
様
式
裏
面
、
第
六
号
様
式
裏
面
、
第
八
号
様
式
裏
面
、
第
九
号
様
式
（
特
別
徴
収
義
務
者
又

は
納
税
者
用
）、
第
十
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
並
び
に
第
三
十
八
号
様
式
（
そ
の
一
）
裏
面
及
び
（

そ
の
二
）
裏
面
中
「
で
き
ま
す
。」
を
「
で
き
ま
す
。
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
前
記

の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
県
を
被
告
と
し

て
（
知
事
が
被
告
の
代
表
者
と
な
り
ま
す
。）
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
処
分
の
取
消
し

の
訴
え
は
、
原
則
と
し
て
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
、
②

処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ

る
と
き
、
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
決
を
経
な
い
で
も

処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
号
様
式
の
二
中
「
登
記
簿
謄
本
（
抄
本
）
の
写
し
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
三

第45号様式（第２０条の４、第２１条の６関係）



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
四



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
五

第
四
十
七
号
様
式
裏
面
中
「
で
き
ま
す
。」
を
「
で
き
ま
す
。
こ
の
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え

は
、
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
月
以
内
に
県
を

被
告
と
し
て
（
知
事
が
被
告
の
代
表
者
と
な
り
ま
す
。）
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
は
、
原
則
と
し
て
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後
で
な
け
れ
ば
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い

と
き
、
②
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の

必
要
が
あ
る
と
き
、
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
裁
決
を
経

な
い
で
も
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
に
改
め
る
。

第
百
六
号
様
式
中
「
登
記
簿
謄
本
（
抄
本
）
の
写
し
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
七
号
様
式
及
び
第
百
五
十
号
様
式
中
「
で
き
ま
す
。」
を
「
で
き
ま
す
。
こ
の
処
分
の
取

消
し
を
求
め
る
訴
え
は
、
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
の
送
達
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
６
月
以
内
に
県
を
被
告
と
し
て
（
知
事
が
被
告
の
代
表
者
と
な
り
ま
す
。）
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
は
、
原
則
と
し
て
前
記
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
後

で
な
け
れ
ば
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
①
審
査
請
求
が
あ
つ
た
日
か
ら
３
月
を
経
過

し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
、
②
処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を

避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
き
、
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る

と
き
は
、
裁
決
を
経
な
い
で
も
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
八
号

不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

不
動
産
登
記
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
理
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
三
項
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
建
築
士
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
築
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
二
第
二
項
第
一
号
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

知
事
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨

県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
及
び
第
九
条
の
二
第
三
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

山
梨
県
理
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

山
梨
県
美
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
山
梨
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条

山
梨
県
生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
一
号
様
式
中
「
登
記
簿
の
写
し
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

山
梨
県
公
有
財
産
事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」

を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
中
「
登
記
済
証
」
を
「
登
記
識
別
情
報
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
登
記
簿
抄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「
登
記
簿
謄
本
又
は
登
記
済
証
の
写
し
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
又
は
登
記
識
別

情
報
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
特
定
郵
便
局
舎
整
備
資
金
貸
付
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

山
梨
県
特
定
郵
便
局
舎
整
備
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
　
登
記
事
項
証
明
書

第
三
号
様
式
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
号
様
式
及
び
第
七
号
様
式
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

三
六

（
山
梨
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

山
梨
県
水
産
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

山
梨
県
卸
売
市
場
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
一
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一

項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項

証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

山
梨
県
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
山
梨
県
規
則

第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
五
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
青
少
年
保
護
育
成
の
た
め
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

青
少
年
保
護
育
成
の
た
め
の
環
境
浄
化
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
三
年
山
梨

県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
三
項
第
一
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
土
地
譲
渡
益
重
課
税
制
度
及
び
長
期
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
制
度
に
係
る
優
良
住
宅
認
定
事
務
取
扱

規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

土
地
譲
渡
益
重
課
税
制
度
及
び
長
期
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
制
度
に
係
る
優
良
住
宅
認
定

事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
土
地
譲
渡
益
重
課
税
制
度
及
び
長
期
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
制
度
に
係
る
優
良
宅
地
認
定
事
務
取
扱

規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

土
地
譲
渡
益
重
課
税
制
度
及
び
長
期
譲
渡
所
得
課
税
の
特
例
制
度
に
係
る
優
良
宅
地
認
定

事
務
取
扱
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
四
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

山
梨
県
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
号
様
式
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

山
梨
県
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
山
梨
県

規
則
第
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
項
第
二
号
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

山
梨
県
食
鳥
処
理
の
事
業
の
規
制
及
び
食
鳥
検
査
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
三
年

山
梨
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

山
梨
県
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
五
年
山
梨
県
規
則
第

二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
号
様
式
、
第
十
一
号
様
式
、
第
十
二
号
様
式
及
び
第
十
六
号
様
式
中
「
登
記
簿
の
謄
本
」
を

「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

山
梨
県
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
年
山
梨
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
及
び
第
十
三
条
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

山
梨
県
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
一
年
山
梨
県
規
則
第
六
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
六
号
及
び
第
九
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
森
林
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

山
梨
県
森
林
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
法
定
外
公
共
用
財
産
の
使
用
及
び
収
益
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

山
梨
県
法
定
外
公
共
用
財
産
の
使
用
及
び
収
益
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二

年
山
梨
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
三
号
中
「
不
動
産
登
記
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
」

を
「
不
動
産
登
記
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
中
「
法
人
登
記
簿
謄
本
」
を
「
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
山
梨
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
四
条

山
梨
県
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
山
梨
県
規
則
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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三
七

第
三
条
第
一
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

（
租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
に
係
る
認
定
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

租
税
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
特
定
民
間
再
開
発
事
業
等
に
係
る
認
定
事
務
取
扱
規
則
（

平
成
十
六
年
山
梨
県
規
則
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
登
記
簿
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
商
業
登
記
簿
の
謄
本
」
を
「
登
記
事
項
証
明
書
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
規
則
第
二
十
九
号

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
等
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
等
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

山
梨
県
都
市
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
梨
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
本
文
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、「（
定
期
利
用
に

あ
つ
て
は
、
利
用
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
初
日
）」
及
び
「（
定
期
利
用
に
あ
つ
て
は
、
有
料
公
園

施
設
定
期
利
用
許
可
申
請
書
）」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
又
は
定
期
利
用
券
（

前
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
該
当
す
る
利
用
の
許
可
に
あ
つ
て
は
利
用
券
）
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し

書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
定
期
利
用
券
又
は
利
用
券
」
を
削
り
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条

を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
に
お

い
て
、
」
を
「
条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条

第
四
項
中
「
第
十
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
九
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
）

第
六
条

条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
条
例
別
表
第
五
の
上
欄
に
掲
げ
る
都
市
公
園
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
は
、
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
計
画
書

二

収
支
計
画
書

三

実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類

四

団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五

定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

六

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

七

知
事
が
指
定
す
る
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
十
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
指
定

管
理
者
の
選
定
の
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

（
利
用
料
金
の
免
除
等
）

第
七
条

条
例
第
十
六
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
場
合
は
次
に
掲
げ
る
場
合
と
し
、
減
額
し
、
又

は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
額
は
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
者
が
山
梨
県
緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
会
館
（
屋
内
プ
ー
ル
）
、
山

梨
県
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
水
泳
プ
ー
ル
若
し
く
は
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
を
個
人
で
利
用
す
る
と

き
又
は
山
梨
県
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
の
温
室
・
展
示
室
若
し
く
は
山
梨
県
森
林
公
園
金
川
の

森
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
を
利
用
す
る
と
き
（
イ
に
掲
げ
る
者
が
山
梨
県
笛
吹
川
フ

ル
ー
ツ
公
園
の
温
室
・
展
示
室
を
利
用
す
る
場
合
を
除
く
。）。

利
用
料
金
の
全
額

イ
　
六
十
五
歳
以
上
の
者
（
山
梨
県
森
林
公
園
金
川
の
森
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
を

利
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
県
内
に
居
住
す
る
者
に
限
る
。）

ロ
　
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
障
害
者
及
び

そ
の
介
護
を
行
う
者

ハ
　
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
及
び
養
護
学
校
（
次
号
に
お
い
て

「
小
学
校
等
」
と
い
う
。
）
の
児
童
又
は
生
徒
（
土
曜
日
に
利
用
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
定
　

期
利
用
に
該
当
し
な
い
と
き
に
限
る
。）

二
　
県
内
の
小
学
校
等
の
児
童
又
は
生
徒
及
び
こ
れ
ら
の
引
率
者
が
、
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育

活
動
と
し
て
山
梨
県
笛
吹
川
フ
ル
ー
ツ
公
園
の
温
室
・
展
示
室
を
利
用
す
る
と
き
。

利
用
料

金
の
全
額

三
　
県
が
公
用
又
は
公
共
用
と
し
て
利
用
す
る
と
き
。

利
用
料
金
の
全
額

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
た
と
き
。

知
事
が
相
当
と
認

め
る
額

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
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条
第
二
項
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
第
四
号
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
第

六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
第
三
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改

め
、
同
条
第
七
号
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
、「
第

八
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
九
号
及
び
第
十
号

を
削
り
、
同
条
第
十
一
号
中
「
第
七
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
一
号
様
式
」

を
「
第
八
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
十
二
号
中
「
第
七
条
第
三
項
」

を
「
第
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
二
号
様
式
」
を
「
第
九
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九

号
と
し
、
同
条
第
十
三
号
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
五
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
三
号
様
式
」

を
「
第
十
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
一
　
条
例
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
　
　
　
第
十
一
号
様
式

第
十
二
条
第
十
四
号
中
「
第
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
四
号
様
式

」
を
「
第
十
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
を
削
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
五
号
様
式
ま
で
の
規
定
中
「（
第
１
２
条
関
係
）
」
を
「
（
第
１
１
条
関
係

）
」
に
改
め
る
。

第
六
号
様
式
中
「
（
第
１
２
条
関
係
）
」
を
「
（
第
１
１
条
関
係
）
」
に
、
「
第
７
条
第
１
項
」

を
「
第
６
条
第
１
項
」
に
、「
設
備
・
器
具
使
用
量
」
を
「
設
備
・
器
具
使
用
料
」
に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
を
削
る
。

第
八
号
様
式
中
「
（
第
１
２
条
関
係
）
」
を
「
（
第
１
１
条
関
係
）
」
に
、
「
第
７
条
第
１
項
」

を
「
第
６
条
第
１
項
」
に
、
「
設
備
・
器
具
使
用
量
」
を
「
設
備
・
器
具
使
用
料
」
に
改
め
、
同
様

式
を
第
七
号
様
式
と
す
る
。

第
九
号
様
式
及
び
第
十
号
様
式
を
削
る
。

第
十
一
号
様
式
中
「
（
第
１
２
条
関
係
）
」
を
「
（
第
１
１
条
関
係
）
」
に
、
「
第
７
条
第
２
項

」
を
「
第
６
条
第
２
項
」
に
、
「
提
出
す
る
」
を
「
掲
出
す
る
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
八
号
様
式

と
す
る
。

第
十
二
号
様
式
中
「
（
第
１
２
条
関
係
）
」
を
「
（
第
１
１
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第

九
号
様
式
と
す
る
。

第
十
三
号
様
式
中
「
（
第
１
２
条
関
係
）
」
を
「
（
第
１
１
条
関
係
）
」
に
改
め
、
同
様
式
を
第

十
号
様
式
と
す
る
。

第
十
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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四
〇

第
十
四
号
様
式
中
「（
第
１
２
条
関
係
）」
を
「（
第
１
１
条
関
係
）」
に
改
め
、
同
様
式
を
第

十
二
号
様
式
と
す
る
。

（
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
梨
県
規
則

第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
指
定
管
理
者
の
指
定
の
申
請
）

第
二
条

条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
申
請
は
、
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
（
別
記
様
式
）
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

事
業
計
画
書

二

収
支
計
画
書

三

実
施
体
制
を
記
載
し
た
書
類

四

団
体
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五

定
款
、
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

六

法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

七

知
事
が
指
定
す
る
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
条
例
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
基
準
に
よ
る
指
定
管

理
者
の
選
定
の
た
め
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
三
条
及
び
第
四
条
を
削
る
。

第
二
号
様
式
を
削
り
、
第
一
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



山
梨
県
公
報
号
外
　
　
第
十
四
号
　
　
平
成
十
七
年
三
月
二
十
八
日

四
一

別記様式（第２条関係）


